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写真の単純な観察が選択の衝動性および制御性に与える影響
１）
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The effect of mere exposure of picture stimuli on impulsivity  
in a monetary choice task
Yoshihiko YAGI（Faculty of Psychology, Rissho University）
序　論
　将来の利益は、即時に獲得可能な同等の利益と比較
して低く評価される（e.g., Rachlin, Rainer, & Cross,
1991）。遅延割引あるいは遅延価値割引と呼ばれるこの
現象は、現在と将来の利益が葛藤する現実場面におい
て、人が不合理な選択を行う原因の一つとして、研究
者の注目を集めてきた（Critchfield&Kollins,2001;佐
伯，2011; Story, Vlaev, Seymour, Darzi, & Dolan,
2014）。すなわち、遅延割引を支える心理的メカニズム
の解明は、例えば衝動購買といった社会的問題行動や
（Vohs&Faber,2007）、喫煙 ・ 飲酒といった保健学的
問題行動の予防と改善など（レビューとして、Critch-
field&Kollins,2001;Storyetal.,2014）、幅広い実用的
意義を持つものと期待されてきた。
　遅延割引研究に関する包括的レビューによれば、こ
の領域における焦点の一つは、将来の利益までの時間
的間隔（遅延期間）とその評価についての関数関係（割
引関数）を記述 ・ 特定することであった（佐伯，2011）。
例えば Rachlinetal.（1991）では、参加者に即時に貰
える報酬金額（$ 1 ～ $1000の間で操作）と長期の遅延
後（ 1 ヶ月後～50年後で操作）に貰える定額報酬
（$1000）を対呈示し、より好ましい一方を選択するよ
う求めた（金銭選択課題）。実験の結果、遅延後の$1000
と主観的に等価となる即時報酬の金額は、遅延期間の
増大に伴って双曲線的な減衰を示すことが明らかにさ
れた。こうした関数記述的アプローチと並行して、遅
延割引研究においては他にも、報酬量の影響（Green,
Fry, & Myerson, 1994; Green Myerson, McFadden,
1997）、性格傾向との関係（Richards,Zhang,Mitchell,
&deWit,1999;Sugiwaka,&Okouchi,2004）、所得額
や年齢等などの人口統計学的変数との関係（Green,et
al., 1994; Green, Myerson, Lichtman, Rosen, & Fry,
1996）、実験参加者の感情状態（DeSteno,Li,Dickens,
&Lerner,2014;Lerner,Li,&Weber,2013;Seeman&
Schwarz,1974）など、様々なアプローチが用いられて
きた。
　一方近年では、遅延割引現象を支える意思決定過程
の理論的モデルも幾つか提案されており、こうしたモ
デルに基づく演繹的実証研究も報告されている。例え
ば、Tuk,Trampe,&Warlop（2011）は、参加者を実
験開始前に多量の水分を摂取させる群とそうでない群
に分類し、金銭選択課題を行うよう求めた。実験の結
果、水分を摂取した群において、長期遅延後の高額報
酬を選択する割合が増大したことを報告している。こ
の結果は、尿意に対する抑制という内的状態が金銭選
択課題における衝動的選択への欲求の抑制に汎化した
ために生じたと解釈されている。同様に、Dewitte,
Abstract
　Two experiments were conducted to explore the effect of picture stimuli on monetary choice behav-
ior. Both experiments consisted of baseline and test phase. In the baseline phase, participants were 
presented with a choice between smaller sooner reward and larger later reward （monetary choice 
task）. In the test phase, participants were asked to complete the similar monetary task immediately 
after the observation of picture stimuli （fight pictures in Exp. 1; animal pictures in Exp. 2）. The differ-
ence of larger later reward chosen between test and baseline phase was regarded as the effect of pic-
ture stimuli on impulsivity. The results showed that impulsivity was increased in Exp. 1 and 
decreased in Exp. 2. These results were discussed based on the dual process theory of decision mak-
ing.
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Bruyneel,&Geyskens（2009）は、時系列的に配置さ
れた二つの自己制御的課題において、両者の類似性が
高いほど、後続課題における自己制御は成功する可能
性が増大することを示し、意思決定の制御可能性は事
前の認知的状態によって左右されるとする認知的制御
理論を提唱している。
　また、Li（2008）は意思決定の 2 過程モデル（Metcalfe
&Mischel,1999;Shiv&Fedorikhin,1999）から価値割
引現象の説明を試みている。 2 過程モデルにおいて、
意思決定は衝動性を司るホットシステムと制御性を司
るクールシステムという二つのサブシステムの相対的
活性強度によって決定される。ホットシステムの活性
化は意思決定を単調で、即時的、接近的にする性質を
持つ。一方、クールシステムの活性化は意思決定を理
性的で洞察的にする性質を持つ。 2 過程モデルにおい
て、ホットシステムは覚醒水準の上昇や生理的興奮に
よって活性化すると考えられているため（Metcalfe&
Mischel,1999）、Li（2008）は覚醒水準を上昇させる写
真刺激の単純な観察が、金銭選択課題における選択行
動をより衝動的にすることを検証した実験を行った。
実験において、参加者は金銭選択課題を行う前の操作
に基づく三つの群にランダムに割り当てられた。第一
群は食物（デザート）写真を、第二群は自然風景の写
真を、それぞれ複数枚観察するよう求められた。また
統制群として写真観察を行わない群が設けられた。続
く金銭選択課題において参加者は、翌日に貰える少額
報酬（短遅延少額報酬、例：「明日貰える $16」）と10
日～70日の遅延期間の後に貰える高額報酬（長遅延高
額報酬、例：「35日後に貰える $30」）の二つの選択肢
を呈示され、より好ましい一方を選択するよう求めら
れた。実験の結果、食物写真を観察した群は、他の群
と比較して、長遅延高額報酬の選択率が減少すること
が明らかにされた。この結果は、 2 過程モデルの予測
と一致し、ホットシステムを活性化させる写真刺激の
単純な観察が、意思決定の衝動性を高める可能性を示
してる。
　既に述べたように、社会的あるいは保健学的問題行
動に対する予防と改善のための示唆が期待される価値
割引研究において、Li（2008）の結果は高い実用的意
義を有している。 2 過程モデルに基づく Li（2008）の
示唆は、消費者の選択行動に対する介入が、視覚刺激
の単純な観察によって実現可能であることを示してお
り、マーケティング等への応用が容易なためである。
しかし一方で、Li（2008）には未検討の問題も残され
ている。第一に、写真呈示による選択行動への影響は、
衝動的選択の促進効果についてのみ実証されており、
その抑制効果（制御的選択の促進）については未だ明
らかにされていない。第二に、写真呈示による選択行
動への影響は、食物写真のみを用いて検討されており、
覚醒水準を促進する視覚刺激としての汎用性は、明ら
かにされていない。これらの問題を解決することは、
選択行動における意思決定過程に対する写真観察の効
果が衝動的にも制御的にも操作可能であることを示す
という点において、更なる実用的意義を示すだけでな
く、 2 過程モデルを支持する新たな実証的知見を提供
するという理論的意義を併せ持つものと考えられる。
　本研究の目的は、Li（2008）の主張を拡張し、選択
行動における意思決定過程に対する写真刺激の影響を
再検討することであった。具体的には第一に、写真刺
激の呈示による衝動的選択の促進効果が食物以外の写
真刺激についても汎用的に認められることを確認する
ことを目的とした。また第二には、写真刺激の呈示に
よる選択行動への影響が衝動的選択に対する促進的影
響だけでなく、抑制的（すなわち制御的選択の促進）
影響を有するか否か検討することを目的とした。これ
らの目的のため、本研究では Li（2008）を改変した仮
想報酬による金銭選択課題を用いた（e.g.,Green,Fry,
&Myerson,1994;Rachlinetal.,1991）。Li（2008）か
らの主な変更点は次の 2 点であった。第一に、本研究
では、金銭選択課題をベースラインとテストの 2 段階
に分けて実施した。ベースライン段階では金銭選択課
題のみを行い、この段階における選択行動反応を各参
加者における衝動性の基準とした。この反応パタンと
続くテスト段階において写真刺激の観察後に行われた
金銭選択課題反応を比較し、写真刺激観察の効果とみ
なした。また第二の変更点として、本研究のテスト段
階では参加者が 1 枚の写真を観察する度に金銭選択課
題 1 試行が行われるよう設定された。
　本研究は一つの予備調査と二つの実験から構成され
た。予備調査は、実験で用いられる写真刺激がそれぞ
れ覚醒水準を上昇または下降させる印象を与えること
を確認する目的で行われた。実験 1 では、覚醒状態を
上昇させる印象を与える刺激として格闘写真が用いら
れた。暴力映像の呈示は、観察者に覚醒水準の上昇的
影響を与えることが知られている（e.g, Bushman &
Geen,1990）。したがって、Li（2008）の結果が、食物
写真に限定されるものでなければ、格闘写真の呈示は
金銭選択課題における選択行動をより衝動的なものに
変化させる効果を持つと予想された。また実験 2 では、
覚醒状態を下降させる印象を与える刺激として動物写
真が用いられた。Nittono,Fukushima,Yano,&Moriya
（2012）によれば、動物写真の観察は、認知課題成績を
向上させる効果を持つ。この結果が、動物写真の呈示
によるクールシステムの活性化によって生じたと解釈
すれば、動物写真の呈示は金銭選択課題における選択
行動をより制御的なものに変化させる効果を持つと予
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予備調査
目　的
　本調査は、実験で用いられる写真刺激が、観察者に
覚醒水準を上昇または下降させる印象を与えることを
確認する目的で行われた。
方　法
　回答者　大学生30名（平均年齢21.36歳、標準偏差
0.65）を対象に、個別自記入式調査形式による質問紙
調査を行った。
　刺激と手続　成人男性 2 名による競技または非競技
形式の格闘場面（ボクシング、総合格闘技、路上での
喧嘩など）を表す写真（格闘写真） 8 枚、成体動物
２）
（犬、猫、虎など）を表す写真（動物写真） 8 枚、計16
枚を刺激として用いた。これらの写真を、カテゴリ別
に 8 枚ずつ、A 4 コピー用紙の左側縦一列にカラー印
刷して呈示した。個々の写真のサイズは高さ3.0cm、幅
4.0cm であった。各写真の右側には印象評定の基準と
なる目盛を記した。回答者には、各写真を観察した際
に感じられる覚醒度を 5 件法（ 1 ．癒される～ 5 ．興
奮する）で評定するよう求めた。
結果と考察
　回答に不備がある者、およびいずれかの写真の評定
値が、全回答者の評定平均値から± 3 SD 以上離れて
いた者、計 3 名を分析から除外した。各写真カテゴリ
について、評定された覚醒度の平均値（標準偏差）を
算出した所、動物写真は1.97（0.46）、格闘写真は3.93
（0.56）であった。二つの平均値について対応のある t
検定を実施したところ、有意な差が認められた（t（26）
=15.05, p<.001，両側検定）。また、各カテゴリについ
て評定された覚醒度の平均値と理論上の中央値 3 に対
し、 1 標本の t 検定を実施したところ、動物写真は有
意に 3 を下回り（t（26）=13.14, p<.001，両側検定）、
格闘写真は有意に 3 を上回ることが明らかにされた（t
（26）=8.18, p<.001，両側検定）。以上のことから、本
研究において用意された刺激材料については、動物写
真と格闘写真がそれぞれ、観察者に覚醒水準を上昇お
よび下降させる印象を与えることが示された。
実験 １
目　的
　実験 1 の目的は、格闘場面を表す写真の呈示が参加
者の選択行動に与える影響を検討することであった。
Li（2008）によれば、食物写真の呈示は、参加者の金
銭選択行動をより衝動的にする効果を持つ。したがっ
て、こうした画像呈示による金銭選択行動への影響が
食物刺激に限定的に生じるものでなければ、食物写真
同様に観察者の覚醒水準を上昇させる印象を与える格
闘写真によっても、同様の効果が認められると予想さ
れた。
方　法
　参加者　大学生31名（男性17名、平均年齢20.07歳、
標準偏差1.37）が実験に参加した。全ての参加者は健
常または矯正による健常な視力を有していた。
　装置　実験は Windows 7 を搭載したノート型 PC
（ASUS 社製、UX31E）を用いて行い、実験の制御は
ExpLab（兵藤 ・ 須藤，2008）によって行った。
　刺激　「予備調査」に記した格闘写真 8 枚を刺激とし
て用いた。全ての写真は白色背景（横1600 pixel×縦
900pixel）中央に横1024pixel×縦768pixel の解像度
で呈示した。
　手続き　実験は静穏な環境が保たれた室内で個別に
行われた。実験に先立ち、参加者は実験者から倫理的
配慮に関する事項について説明を受け、実験への参加
が自由意志によるものであること、ならびに参加拒否
や参加同意の撤回による不利益は一切生じないことが
伝えられた。実験はベースライン段階とテスト段階の
2 段階から構成された。
　ベースライン段階において参加者は、金銭選択課題
8 試行を実施した。金銭選択課題では、翌日にもらえ
る相対的に少い金額を示す選択肢（短遅延少額選択肢、
例：「明日にもらえる1000円」）と長期の遅延後にもら
える相対的に多い金額を示す選択肢（長遅延高額選択
肢、例：「25日後にもらえる1200円」）が一画面上に文
字列として呈示された。参加者の課題は、より好まし
いと感じる一方を選択し、キー押しにより報告するこ
とであった。ただし、参加者は選択した金銭が実際の
報酬とはならないことを実験者から伝えられていた。
参加者は、短遅延少額選択肢を選択する場合はキーボー
ドの“Ｆ”を、長遅延高額選択肢を選択する場合はキー
ボードの“Ｊ”を押すように求められた。判断に速度
は要求されず、参加者は自身のペースで課題を行うこ
とが推奨されていた。参加者がいずれかのキーを押す
と、 1 s の空白画面の後に、次試行の金銭選択課題画
面が呈示された（Fig. 1 ）。金銭選択課題における設問
の呈示順序は参加者間でランダムに設定された。金銭
選択課題の選択肢における遅延期間および金額は Li
（2008）に倣い決定した。すなわち、短遅延少額選択肢
における遅延期間は常に翌日とし、長遅延高額選択肢
における遅延期間は10日から70日の範囲で操作した。
また、報酬金額は1000円から8600円の範囲とした。報
酬金額は、Li（2008）が用いた選択肢について $1.00を
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100円とする為替相場により、日本円に変換して決定し
た。これにより、遅延期間における一日あたりの報酬
増加額は 1 円台が 2 問、10円台が 4 問、100円台が 2 問
となった。Table 1 に両選択肢における報酬金額、遅
延日数、および一日あたりの報酬増加額を示した。
　ベースライン段階における金銭選択課題 8 試行が終
了した後、短い休憩を挟んでテスト段階 8 試行が行わ
れた。テスト段階において、1 試行は格闘写真（15s）、
空白画面（ 1 s）、金銭選択課題画面（参加者の反応ま
で呈示）から構成された（Fig. 1 ）。参加者は格闘写真
を集中して観察した後、金銭選択課題を自由なペース
で行うよう求められた。金銭選択課題の内容はベース
ライン段階と同一であった。ただし本段階における選
択肢は短遅延低額選択肢、長遅延高額選択肢ともに、
ベースライン段階におけるそれに100円を加算したもの
であった（Table 1 ）。格闘写真と金銭選択課題の設問
の組み合わせはランダムとされた。
結果と考察
　本研究では、Li（2008）に従い、長遅延高額選択肢
の選択を制御的選択、短遅延定額選択肢の選択を衝動
的選択とみなした。また実験においては、ベースライ
ン段階、テスト段階のそれぞれにおいて、参加者が全
試行中で長遅延高額選択肢を選択した比率を算出した
値（以後、長遅延高額選択率とする）を従属変数とし
た。したがって長遅延高額選択率の高い個人ほど制御
的選択を行う傾向を持つものと解釈された。
　実験 1 における長遅延高額選択率の平均値（標準偏
Fig. １ 　金銭選択課題における刺激の呈示系列（左：ベースライン段階，右：テスト段階）。
F．明日 1600 vs J. 35 日後 3000 円
F．明日 4900 vs J. 45 日後 5600 円
choice display
(until response)
blank (1s)
F．明日 4800 vs J. 45 日後 5500 円
picture display (15s)
blank  (1s)Exp. 1:  ﬁghting
Exp. 2: animal(s)
Exp. 1 :  ﬁghting
Exp. 2 :  animal(s)
choice display
(until response)
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Table １ 　金銭選択課題における選択肢の設定金額（円）・ 遅延期間（日）・ 増加金額（円／日）・ 増加金額帯
ベースライン テスト段階
ID 短遅延低額 長遅延高額 短遅延低額 長遅延高額 遅延期間 増加金額 増加金額帯
1 3500 3600 3600 3700 43 2
1 円台
2 1100 1300 1200 1400 25 8
3 4800 5500 4900 5600 45 16
10円台
4 3100 3600 3200 3700 20 25
5 6700 8500 6800 8600 70 26
6 1600 3000 1700 3100 35 40
7 4100 7100 4200 7200 20 150
100円台
8 1500 3500 1600 3600 10 200
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差）は、ベースライン段階で38.3％（19.6）、テスト段
階で32.7％（19.2）であった。二つの平均値について、
対応のある t 検定を実施したところ、両者の差は有意
傾向であり（t（30）=1.73, p<.10，両側検定）、本実験
の参加者はテスト段階において、ベースライン段階に
比べ、高い確率で短遅延少額選択肢を選択する傾向が
あることが示された。
　長遅延高額選択率に及ぼす格闘写真の効果は、全体
として、有意傾向にとどまっていた。この原因を検討
するため、段階（ベースライン、テスト）と一日あた
りの増加金額帯（ 1 円台、10円台、100円台）を独立変
数、長遅延高額選択率を従属変数とする 2 要因参加者
内分散分析を実施した（Fig. 2 ）。分析の結果、1 日あ
たりの増加金額帯の要因について有意な主効果が認め
られた（F（2,60）=3.30, p<.05）。また、 1 日あたりの
増加金額と段階の間の交互作用に有意傾向が認められ
た（F（2,60）=2.98, p<.10）。単純主効果検定の結果、
1 日あたりの増加金額が10円台においてのみ、テスト
段階の長期遅高額選択率がベースライン段階のそれと
比較して有意に低下することが明らかにされた（F
（1,30）=4.88,p<.05）。
　以上の結果から、格闘写真を観察した直後において
参加者は、通常の状態（ベースライン段階）と比較し
て、より衝動的な選択を行いやすい状態にあることが
示された。したがって、本実験の結果は、Li（2008）
の結果を拡張し、写真呈示による衝動的選択の促進効
果が、食物刺激のみならず、格闘写真にも適用される
ことを示していると考えられる。また、本実験におい
てこの傾向は、 1 日あたりの増加金額が10円台のとき
に顕著であった。
実験 ２
目　的
　実験 2 の目的は、動物を表す写真の呈示が参加者の
選択行動に与える影響を検討することであった。意思
決定の 2 過程モデルによれば、ホットシステムの活性
化は衝動的選択の生起率を増大させ、クールシステム
の活性化は制御的選択の生起率を増大させることを示
唆している。ただし、Li（2008）においては、写真呈
示の効果として、前者を支持する証拠のみが報告され
ており、その制御的選択の促進効果については未だ検
証されていない。そこで本実験では、クールシステム
を活性化させる刺激として動物写真を用い、動物写真
の呈示が金銭選択行動に及ぼす影響を検討した。
方　法
　参加者　実験 1 とは異なる大学生43名（男性14名、
平均年齢20.29歳、標準偏差1.01）が実験に参加した。
全ての参加者は健常または矯正による健常な視力を有
していた。
　刺激 ・ 装置 ・ 手続き　本実験で用いられた刺激は、
「予備調査」に記した動物写真 8 枚であった。刺激に関
するその他の特性、装置、実験手続きについては、実
験 1 と同様であった。
結果と考察
　実験 1 と同様に、ベースライン段階、テスト段階の
それぞれにおいて、参加者が全試行中で長遅延高額選
択肢を選択した比率を算出した値（長遅延高額選択率）
を従属変数とした。実験 2 における長遅延高額選択率
の平均値（標準偏差）は、ベースライン段階で35.5％
（24.7）、テスト段階で40.1％（21.1）であった。 2 平均
について、対応のある t 検定を実施したところ、両者
の差は有意傾向であり（t（42）=1.70, p<.10，両側検
定）、本実験の参加者はベースライン段階に比べテスト
段階において高い確率で長遅延高額選択肢を選択肢す
る傾向があることが示された。
　実験 1 と同様に、段階（ベースライン、テスト）と
一日あたりの増加金額帯（ 1 円台、10円台、100円台）
を独立変数、長遅延高額選択率を従属変数とする 2 要
因参加者内分散分析を実施した（Fig. 3 ）。その結果、
1 日あたりの増加金額帯の要因について有意な主効果
が認められた（F（2,84）=3.55, p<.05）。 1 日あたりの
増加金額帯と段階の間の交互作用は認められなかった
（F（2,84）=1.82, ns）。ただし、一日あたりの増加金額
帯ごとに対応のある t 検定を実施した所、10円台にお
いてのみ有意な差が認められた（t（42）=2.05,p<.05，
両側検定）。
Fig. ２ 　 実験 １ における段階（ベースライン、テスト）と
１ 日あたりの増加金額帯（ １ 円台、１0円台、１00円
台）の関数としての長遅延高額選択率。エラーバー
は標準誤差を表す。
ベースライン テスト
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　以上の結果から、動物写真を観察した直後において
参加者は、通常の状態（ベースライン段階）と比較し
て、より制御的な選択を行いやすい状態にあることが
示された。すなわち、本実験の結果は、動物写真の単
純な観察が、観察者の衝動的選択傾向を抑制する効果
を持つ可能性を示している。また、実験 1 と同様に、
この傾向は 1 日あたりの増加金額が10円台のときに顕
著であった。
実験間データ分析
　本研究では、格闘写真の呈示によって衝動的選択を
促進する傾向が（実験 1 ）、動物写真の呈示によって制
御的選択を促進する傾向が（実験 2 ）、それぞれが認め
られた。この二つの傾向をより直接的に検討するため、
実験 1 と実験 2 のデータを統合した分散分析を行った。
ただし、写真呈示による金銭選択行動への影響につい
ては、いずれの実験においても、一日あたりの増加金
額帯が10円台の場合に最も顕著に認められていたため、
この要因については10円台とそれ以外の 2 水準を分析
の対象とした。したがって、実験間データの比較を目
的とした分散分析は、写真の種類（格闘、動物）、一日
あたりの増加金額帯（10円台、それ以外）、および段階
（ベースライン、テスト）を要因とする 3 要因混合デザ
インとして行われた。Fig. 4 および Fig. 5 に、このデ
ザインに基づく平均値を示す。
　分散分析の結果、 1 日あたりの増加金額帯に有意な
主効果（F（1,72）=12.60,p<.01）、写真の種類と段階の
間に有意な交互作用が認められた（F（1,72）=15.24,
p<.01）。また、 3 要因による 2 次の交互作用も認めら
れた（F（1,72）=8.71, p<.01）。単純交互作用を検討す
るため、一日あたりの増加金額10円台において、写真
の種類と段階の要因による 2 要因分散分析を実施した
ところ、有意な単純交互作用が認められた（F（1,72）
=28.25,p<.01）。単純 ・ 単純主効果の検定を行ったとこ
ろ、格闘写真における段階の効果（F（1,72）=5.85,
p<.05）、動物写真における段階の効果（F（1,72）=25.98,
p<.01）が共に有意であることが確認された。これらの
結果はすなわち、格闘写真の呈示による衝動的選択の
促進効果、ならびに、動物写真の呈示による制御的選
択の促進効果を確認するものであると言える。
全体的考察
　本研究では、写真の単純な観察が金銭選択行動に与
える影響について検討を行った。意思決定の 2 過程モ
デルに従えば、意思決定が衝動的となるか制御的とな
るかは、ホットシステムとクールシステムの相対的活
性度によって決定される（Metcalfe & Mischel, 1999;
Fig. 3 　 実験 ２ における段階（ベースライン、テスト）と
１ 日あたりの増加金額帯（ １ 円台、１0円台、１00円
台）の関数としての長遅延高額選択率。エラーバー
は標準誤差を表す。
ベースライン テスト
Fig. 4 　 実験 １ における段階（ベースライン、テスト）と
１ 日あたりの増加金額帯（１0円台、１0円台以外）
の関数としての長遅延高額選択率。エラーバーは
標準誤差を表す。
ベースライン テスト
Fig. 5 　 実験 ２ における段階（ベースライン、テスト）と
１ 日あたりの増加金額帯（１0円台、１0円台以外）
の関数としての長遅延高額選択率。エラーバーは
標準誤差を表す。
ベースライン テスト
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Shiv&Fedorikhin,1999）。Li（2008）はこのモデルに
基づき、覚醒度を上昇させる食物写真の観察が、後の
金銭選択課題における選択行動を衝動的に変化させる
ことを実証した。一方、食物以外の写真刺激の観察が
選択行動の衝動性を増加させるかといった刺激の汎用
性の問題や、選択行動を制御的に変化させる刺激は存
在するかといった問題は未解決のままとなっていた。
そこで本研究では、 1 ）食物以外の写真の観察が選択
行動を衝動的にすること、また 2 ）選択行動を制御的
にする写真刺激が存在すること、の 2 点の実証を目的
とした。
　実験 1 では、格闘写真の呈示が金銭選択行動に及ぼ
す影響が検討された。実験 1 の結果、全体として、格
闘写真の呈示は金銭選択行動をより衝動的にする傾向
が認められた。この傾向は、特に遅延期間 1 日あたり
の増加金額が10円台の場合に顕著であった。実験 2 で
は、動物写真の呈示が金銭選択行動に及ぼす影響が検
討された。実験 2 の結果、全体として、動物写真の呈
示は金銭選択行動をより制御的にする傾向が認められ
た。この傾向は、特に遅延期間 1 日あたりの増加金額
が10円台の場合に顕著であった。これらの傾向は、実
験 1 と 2 のデータについて、遅延期間 1 日あたりの増
加金額を10円台とそれ以外の価格帯に分類した分散分
析において確認された。以上の結果から、 1 ）食物以
外の写真の観察によっても、選択行動を衝動的に変化
させ得ること、また 2 ）選択行動を制御的にする写真
刺激が存在することが確認された。本研究からの示唆
は、 2 過程モデルを支持するさらなる知見を提供する
だけでなく、写真呈示によって消費者の選択行動が衝
動的にも制御的にも操作可能であることを示している
点で、高い実用的価値のあるものと考えられる。
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注
1 ） 本研究の実施にあたり、立正大学心理学部齋藤雪
乃氏の協力をいただきました。
2 ） Nittono et al.（2012）においては、認知課題成績
の向上は動物の成体ではなく幼体の写真によっても
たらされている。しかしながら、著者らが刺激選定
段階で行った予備的調査では、幼体の写真の観察に
よって、覚醒水準はむしろ上昇する印象があるとの
報告が一定程度存在したことから、本研究では成体
動物写真を刺激として採用することとした。
要　約
　写真呈示が金銭選択課題における選択行動に及ぼす影響を検討するため、二つの実験を行った。実験
はいずれも、ベース段階とテスト段階の 2 段階から構成された。ベース段階において、参加者は短遅延
小額報酬と長遅延高額報酬のペアを呈示され、より好ましい一方を選択するよう求められた（金銭選択
課題）。テスト段階において参加者は、写真刺激（実験 1 では格闘写真、実験 2 では動物写真）の観察の
直後に、テスト段階と同様の金銭選択課題を行った。ベースライン段階とテスト段階における長遅延高
額報酬選択率の差分を、写真観察が衝動性に与える影響の指標として用いた。実験の結果、衝動的選択
の生起率は実験 1 では増加、実験 2 では減少することが明らかにされた。これらの結果について、意思
決定の 2 過程モデルに基づく考察がなされた。
キーワード：衝動性、価値割引、意思決定、選択行動
